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　1712 年 9 月 19 日  クランプのスペリング・ブック 50 冊を各 3.5 ペン
スにて購入の承認。
　1714 年 5 月 28 日  クランプのスペリング・ブック 25 冊、各 3.5 ペン
スにて注文。6































  Because other Spelling-Books beginning with long Monosyllables, which are 
beyond the Capacity of, and too difficult for young Beginners, render the 
initiatory part of Learning bitter and unpleasant to them, and consequently 
the Teacherʼs Business so troublesome to him, that these Books, seeming very 
obscure, are generally too much neglected. For my own part, I have been 
always forced to teach the middle, or latter End of Common Spelling-Books, 
before I could bring Children to a Capacity of learning the long Syllables in 
the former Part; and I commonly teach the long and dicult Monosyllables 







と異なる構成をとっている。第 1 章は、アルファベット 26 文字の学習に






て、「語根語中で 2 つの母音字に 1 つの子音字が挟まれる場合は後の母音
字に結びつく」という分節の規則が示された後、短音節から、何と 6 音節
までの、比較的日常的でやさしい単語が並べられている。
　be ｜ a-do ｜ ma-ny ｜ e-ne-my ｜ no-ta-ry (p. 7)
　ca-pa-ci-ty ｜ mi-li-ta-ry ｜ li-be-ra-li-ty (p. 8)
その後に、u-ni-ty や pi-e-ty を例に挙げ、語頭の母音字、あるいは語中で






　第 2 章は、2 文字音節からなる語の章である。第 1 節で母音字＋子音字、





　if ｜ ri-ot ｜ o-ni-on (p. 10)
　ex-a-mi-na-ti-on ｜ be-a-ti--ca-ti-on (p. 12)
合わせて、語尾の tion, sion の綴りの音が shon であることが説明されてい
る。続く第 2 節では、片方が黙字（mute）となる 2 子音字は真中で分節
するとした後、2 音節の al-ly から 6 音節の ir-re-gu-la-ri-ty などの語を並べ
た表が掲げられる。
　このように第 2 章からは章数と同じ数の文字からなる音節によって構成





(liquid) となる）」音節として、流音の l、n、w、s、r の説明と例が示される。
たとえば、「流音 l は d、k、t、w を除くすべての黙字の後に来る」（例と
して bla、cla、a など）、あるいは「g、k、f 以外の黙字は流音 n の前には
来ない」（gna、kna など）（26 頁）。さらに、bly や子音字＋ le、cre で終わ
る語末の音節の一覧が続く。6．母音字＋ 2 子音字（ald; ulk）、さらに edg
のように別々の 2 つの黙字で終わる音節、1 つの黙字で終る音節（elf）、2
重黙字で終わる音節（o）、子音字で終わり、複数形で s を伴うことでで
きる音節（di-als）が示される。
　第 4 章は 8 つの節で 4 文字音節が学ばれる。1．子音字＋母音字＋子音
字＋黙字 e（wave; a-bo-mi-nate）。補足説明として、babes のような複数形の
名詞や bakes のような三人称単数現在形の動詞では es は音節を作らず、黙
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音となること。ただ黙字 e の前に s のある名詞、動詞、あるいは s 音とな
る c、g、z、x が s と 結 び つ く と 音 節 と な る こ と が 説 明 さ れ る（face ｜
faces; i-mage ｜ i-ma-ges）。2．子音字＋二重母音＋子音字（laid; ques-ti-on-
ed）、および y で終わる名詞の複数形（la-dies）。3．2 子音字＋母音字＋子
音字（blan-ket）、および 3 章 5 節の 3 文字からなる音節で、cre、tre、le で
終わるすべての動詞の過去形あるいは名詞の複数形（a-cres; pic-kles; wrin-
kled）。4．子音字＋母音字＋ 2 子音字（back; ac-cept; love-li-ness）。および
二重母音＋ 2 子音字（ails; oils）、ch、sh、ss で終わる名詞あるいは動詞で
es を伴って複数形、三人称単数現在形を作るもの（sh ｜ sh-es; -nish ｜
-nish-es）。5．2 子音字＋二重母音（play; mis-chie-vous）。6．母音字＋ 2
子音字＋母音字 (ache ｜ a-ches; dif-fer-ence ｜ dif-fer-en-ces）7．3 子音字＋
母音字（chro-ni-cles）。8．母音字＋ 3 子音字（acts; go-ings）、および edst
で終わる二人称過去形（know-edst）。
　第 5 章は 5 文字からなる音節を 10 種類に分けて解説している。1．2 子
音字＋母音字＋ 2 子音字（black; trans-por-ta-ti-on）。2．2 子音字＋母音字
＋子音字＋黙字 e（grace; where-in-so-e-ver）。ただし、たとえば blade に s が
付くと 6 文字語となる。3．2 子音字＋二重母音＋子音字（chain; un-fruit-
ful）4．子音字＋二重母音＋ 2 子音字（maids; un-learn-ed）。5．子音字＋
母音字＋ 3 子音字（backs; up-right-ness）。および複数形の名詞や三人称単
数現在形の動詞で s を伴って、5 文字音節を形作ることがある（in-fants; 
pre-sents）。6．子音字＋母音字＋ 2 子音字＋黙字 e（dance; in-tel-li-gence）、
また前に流音のある s は黙字 e を伴って母音を構成する。したがって
badge（5 文字 1 音節）に対し、bad-ges（6 文字 2 音節）となる。7．子音
字 c、g、s、v、z の後に黙字 e が付く 4 文字音節の変形（cause; re-lieve）。8．
gue、que で終わる語（rogue; catho-lique）。9．3 子音字＋母音字＋子音字
（split）、あるいは 3 子音字＋二重母音（de-stroy）。10．子音字＋母音字＋
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子音字に黙字 es が付いた場合（bakes; me-di-cines）。
　第 6 章は 10 種類の 6 文字音節の説明である。（図 2）1．2 子音字＋母音
字＋ 3 子音字（blocks; thanks-gi-ving など）。2．1 の末尾が黙音の es であ
るもの（blades; e-states）。3．2 子音字＋二重母音＋ 2 子音字（blains; re-
proach-ed）。4．子音字＋二重母音＋ 3 子音字（beasts; launch-ed）。5．子音
字＋母音字＋ 4 子音字（births; be-witcht）、lv、rv、th、st の後の黙音 e （calves; 
them-selves）、5 文字音節＋複数形語尾の s（e-pi-logues; ca-tho-liques）。6． 
2 子音字＋母音字＋ 2 子音字＋黙音 e（bridge; o-ver-charge）。7．2 子音字＋
二重母音＋子音字＋黙音 e（bruise; in-crease）。8．子音字＋二重母音＋ 2 子
音字＋黙音 e（course; re-nounce）。9．3 子音字＋母音字＋ 2 子音字（Christ; 
in-struct-ed）、および末尾が黙音 e（square; tran-scribe）。10．3 子音字＋二
重母音＋子音字（school; threat-nings）。
　最後の第 7 章では、数少ない 7、8，9 文字 1 音節語が一括で学ばれる。
それぞれ表にして示され、breadth; breathes; streights などが見られる。
　これら全 7 章で学ばれる正書法を貫く基本的な考え方はどうのようなも
のなのだろう。先に見た献辞からわかるように、著者が最も意図するの
は、音節数の序列にしたがって 1 音節語から学び始め、たとえば cou-rage
のような簡単な 2 音節語のスペリングの成り立ちを理解する以前に、同書
では最終ページで学ばれる strength のような語を 1 音節語であるがゆえに
早い段階で学ばせることの不都合を正すことであろう。その代りに、1 文





























































150 ページほどは 3 つの単語集からなる。初めに示されるのがきわめて明
快に 1 音節語から 6 音節語までの語を abc 順に並べた一覧表である。A で
は、acre, acres, act, acts から始まり、最も長い語でも apples であり、1 音節
であることはすなわち短くわかりやすいものであるとの原則が認められ
る。ただし音節数が増えるにしたがって、おのずと難しい語が混じってく





語から 8 音節語までの語表である。6 音節語には discommendation、8 音節
語には irreconciliation のような抽象概念も多い。別稿でも紹介たように、

















たとえば 3 文字音節の章では、母音字の前に 2 子音字がある音節として、
bla; cle; i などがあることが示されているだけで、3 文字 1 音節の他の組
み合わせの例も、また具体的な語のリストもない。イライシャ・コールズ
の『完璧な英語教師』(1674) は 4 つの単語集からなる。第 1 は、脚韻によ
る単語集、第 2、3 は音節数のいかんに関わらず、ハイフンで分節し、ア
クセント記号を付したさまざまな多音節語をアルファベット順に並べたも
の。第 4 が音声表記とスペリングを併記したもの、たとえば e-vá-zhun｜
















































  All the letters that make up the rst syllable are to be put together, and 
pronounced; then put the letters that make up the second syllable together, 
and having pronounced them, join them to the rst, and thus proceed till the 
word is nished: As for example, in the word Philosopher.
 　P, h, i, 　　　　　　　　　　　　 Phi
  l, o, 　　　　　 lo 　　　　　　 Phil―lo
  s, o, 　　　　　 so 　　　　　　 Phil―lo―so










（spelling on book,）（c-a-t, cat）という方法である。次の段階として、覚え
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た単語を文字に分割してスペリングを確認する分析的なスペリング・オ



















































追記　 本稿は平成 23 年度成城大学特別研究助成に基づく研究成果の一部である。
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